


















はじめに 

前年度の調査結果から,甲状腺疾患合併妊婦の管理指針作成に当っての問題点として以下

の事項が抽出された。 

Ⅰ.甲状腺合併妊娠例では妊娠中,甲状腺機能を正常に control することが最重要事項であ

るが妊娠中の甲状腺機能の正常値(正常範囲)が明確ではない。しかもホルモン測定にあた

っては各測定キット間に差が見られる。 

Ⅱ.これまで妊娠,分娩経過,胎児発育,新生児経過,その後の児発育及び産褥経過を一貫し

た研究が少なく,統一した基準で検査を施行し,全経過を考察できる調査を行う必要がある。 

Ⅲ.胎児・新生児への影響としては,甲状腺機能亢進症に対して投与される抗甲状腺剤(メル

カゾール)の作用が重要である。 

これに基き,本年度は以下の 3項目(Ⅰ～Ⅲ)について研究を進めた。 


